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5. 液状化要因マップ作成のための基礎資料 

5.1 盛土／切土分布図（前回被害想定資料） 

 

図 5.1-1 造成地で盛土可能性のある地点分布図 

（赤：造成地盛土可能性のある地域、橙：水田などの埋立盛土） 
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5.2 土地条件図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.2-1(1) 数値地図 25000（土地条件・拡大図） 
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図 5.2-1(2) 数値地図 25000（土地条件・凡例） 
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5.3 地形図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3-1 地形図（数値地図 25000） 
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ボーリング資料
（地質区分･N値）

地質的な層構造

横方向に持続する速度構造

地震動の増幅率(メッシュ単位)

N値とS波速度の相関

6. 液状化しやすさマップ作成のための基礎資料 

6.1 地盤モデル変更の考え方 

(1) 平成 19 年度被害想定の地盤モデル 

平成 19 年度千葉県地震被害想定調査においては、収集したボーリングデータを元に地質学的・堆

積学的に浅部地盤の構成地層を区分し、

その水平方向の連続を追跡して層構造を

設定し、各層に N 値から求めた S 波速度

を付与する手法を用いて地盤モデルを作

成した（図 6.1-1）。地盤モデルの作成手

順を以下に示す。 

 

① 収集した柱状図を空間的に整理し、

全ての柱状図について地層境界を求

めた。 

② 各柱状図をつないで面的な層構造を

作成し、250m メッシュの中心におけ

る地層境界を読み取った。 
③ 各地層について、該当する地層に対応する、各メッシュ付近にあるボーリングデータの土質区分

の中で最も大きな割合を占めるものを、そのメッシュでの当該地層の土質区分として採用した。

その際には、メッシュ中心からの距離に応じてデータに重み付けをした。各メッシュでのそれぞ

れの地層の N 値についても、同様にして求めた。 
④ 土質区分および平均 N 値から層構造モデルに S 波速度を与えた。 

 

地層境界の設定（①）については、地質技術者が柱状図を 1 本ずつ読み取り、専用のツールを用い

て入力作業を行った。地層区分から層構造モデルを作成する作業（②～④）については、コンピュー

タを用いて自動的に行った。 

このような手順でモデル化作業を行うことにより、地層ごとの土質区分（層相）と N 値が鉛直方

向に変化するだけでなく、水平方向にも変化する地盤モデルを作成している。 

 

図 6.1-1 浅部地盤モデルの作成フロー 
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(2) 地盤モデル修正の考え方 

今回新たに液状化しやすさマップを作成するにあたり、以下の点に留意して、(1)で作成したモデ

ルを修正する。 

・ データ収集の項で触れたように、今回新たに数多くのボーリングデータを収集した。既にデジタ

ル化されているボーリングデータについては、これまでボーリングデータが不足していた領域を

中心に地層境界の読み取り作業を行い、モデルに反映させる。 

・ 紙資料で収集したボーリングデータについては、主に臨海埋立地のデータが不足している範囲を

中心にデジタル化を行い、地層境界の読み取り作業を行い、モデルに反映させる。 

・ その他に、新たに収集した埋立層、沖積層基底の等深度図データについても、地層境界の修正作

業に反映させる。 
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6.2 ゆれやすさマップ 

 

 ゆれやすさマップ作成のための参考資料として、平成 23 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震につ

いて、強震観測点での観測値を用いて、以下の手順により観測値を空間補間して千葉県内の地表震度

の推定を行う。 

 

1) 強震観測点のデータから、位置情報（経度、緯度）、最大速度値のデータを取得。 

2) 各観測点において AVS30 の値を設定する。各観測点における AVS30の設定方法は下記の通り。 

a) 深度 30m 以上のＳ波速度構造が把握されている場合は、そのまま AVS30 を計算。 

b) 深度 20m までＳ波速度構造が把握されている場合は、次式による AVS20 と AVS30 の関係式

から AVS30 を推定。 

                 AVS30 = 1.13×AVS20+19.5  (Kanno et. Al., 2006)  

c) 深度 20m までＳ波速度構造が把握されていない場合は、観測点上の 1km メッシュで推定さ

れている AVS30 を利用。 

3) 各観測点の地表での最大速度の値を工学的基盤面（Ｓ波速度 600m/sec 層上面とする）での値に

引き戻す。ここでは、次式に示す Midorikawa et. al.(1994)による AVS30 と最大速度の地盤増幅度

の式から地盤増幅度を算出し、地表最大速度から地盤増幅度を割ることで、Ｓ波速度 600m/sec 層で

の基盤最大速度を推定した。 

              LogG = 1.83-0.66logAVS30  

       AVS30：表層 30m の平均Ｓ波速度(m/s)の推定値 

                     ただし、100m/s＜AVS30＜1500m/s 

      G：Ｓ波速度 600m/s 基盤の最大速度に対する表層地盤の最大速度の増幅度 

4) 各観測点の基盤最大速度より、空間補間により各メッシュの基盤最大速度を推定した。空間補間

の方法は、観測点が存在しない断層近傍でも地震動が大きくなるように、観測地点の基盤最大速度よ

り最小２乗法で推定した距離減衰式（次式参照）をトレンド成分とした simple Kriging 法を用いた。

その際、相関距離は 20km として計算した（澤田・ほか，2007)。 

               

   

             PGV600：Ｓ波速度 600m/s の工学的基盤上の最大速度(cm/s) 

             Mw：モーメントマグニチュード 

          X ：断層最短距離(km) 

             a, k：回帰係数 

なお、simple Kriging 法の計算プログラムは、防災科学技術研究所川崎ラボラトリーより公開さ

れた”rasmo”(前述の条件で計算できるように一部コードを修正）を使用した。 

5) 各メッシュの AVS30 の値より、Midorikawa et. al.(1994)による AVS30 と最大速度の増幅度の式

から、各メッシュの基盤最大速度と増幅度を掛け合わせて、各メッシュの地表最大速度を予測した。 

6) 各メッシュの地表最大速度より、童・山崎（1996）による以下の式を用いて、各メッシュの震度

を予測した。 

  I=2.30+2.01*log(V) I：計測震度、V：速度(m/s) 

XkXLogaLogPGV Mw50.0
600 100028.0
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 K-NET、KiK-net の観測記録を用いて求めた地表加速度の分布を図 6.2-1 に示す。 
 今後、KK-net のデータ等新たに収集したデータを用いて、再計算する予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.2-1 K-NET、KiK-net 観測点のデータを補間して求めた 

東北地方太平洋沖地震の地表最大加速度分布（第 2回委員会資料） 
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6.3 液状化しやすさマップ 

 

 平成 19 年度千葉県地震被害想定調査で作成した地盤モデルを用いて、全県で一律震度５弱／５強

であった場合の液状化危険度を試算した。 

 液状化危険度の計算手法は、被害想定と同様に、道路橋示方書の FL 値及び PL 値による手法を用

いた（5 章参照）。地震のタイプは、海溝型地震（タイプⅠ）とした。 

地表最大加速度については、平成 23 年東北地方太平洋沖地震の際に K-NET、KiK-net 観測点で得

られた観測記録より、計測震度と最大加速度の関係式を作成して、震度５弱／５強に対応する最大加

速度を有効数字 2 桁で求めた。（表 6.3-1、図 6.3-1）。 

 

 液状化危険度の試算結果を、図 6.3-2(1)～(2)に示す。 

 

表 6.3-1 観測記録から求めた各震度階に対応する最大加速度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3-1 計測震度と最大加速度の関係（東北地方太平洋沖地震） 
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震度と最大加速度との関係

（東北地方太平洋沖地震）

東北地方太平洋沖地震

最大加速度＝10-0.581+0.587*（計測震度）

震度階 震度５弱 震度５強
計測震度 4.8 5.3
最大加速度 170 340（東北地方太平洋沖地震） 
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図 6.3-2(1) 液状化危険度試算結果（震度５弱・地表加速度 170gal） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3-2(2) 液状化危険度試算結果（震度５強・地表加速度 340gal） 
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7. 液状化危険度計算手法の比較 

 

7.1 道路橋示方書の手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 7.1-1(1) FL法の概要その１（道路橋示方書(2002)） 
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図 7.1-1(2) FL法の概要その２（道路橋示方書(2002)） 
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図 7.1-1(3) FL法の概要その３（道路橋示方書(2002)） 
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図 7.1-1(4) FL法の概要その４（道路橋示方書(2002)） 
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図 7.1-1(5) PL法の概要（岩崎他(1980)に加筆） 

：液状化危険度は極めて低い。液状化に関する詳細な調査は一般に不要。 
 
：液状化危険度は低い。特に重要な構造物に対して、より詳細な調査が

必要 

：液状化危険度がやや高い。重要な構造物に対してより詳細な調査が必

要。液状化対策が一般に必要。 

：液状化危険度が高い。液状化に関する詳細な調査と液状化対策は不可

避。 
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7.2 建築基礎構造設計指針の手法 

 

「建築基礎構造設計指針、日本建築学会、2001改訂」p.62 では、液状化判定の対象とすべき土層

として以下のように示されている。 

 ①地表面から20m程度以浅の沖積層（飽和土層） 

 ②細粒分含有率35％以下の土 

 ③人工造成地盤では、粘土分10％以下、または塑性指数15％以下の土層 

 ④細粒土を含む礫、透水性の低い土層に囲まれた礫 

 
(1)液状化の評価方法 

一般に液状化の評価方法は、標準貫入試験結果や粒度試験結果等のデータより判定する簡易判定方

法と、液状化試験や動的変形試験等から地震応答解析を行って判定する詳細判定方法がある。 
今回の検討では、標準貫入試験結果や粒度試験結果等のデータより判定する簡易判定方法として、

「建築基礎構造設計指針、日本建築学会、2001 改訂」に従って液状化抵抗係数（FL）によって検討

を行った。 
 
1)液状化抵抗率（FL）の計算方法 

液状化抵抗率（FL）は液状化に対するせん断強度比（R）と地盤に発生する地震時せん断応力比

（L）とによって次式で与えられ、FL≦1.0 で液状化を起こすと判定される。 
   FL = R／L 

以下に、RおよびLの算出方法について述べる。 

 
○動的せん断強度比（R） 

動的せん断強度比（R）は、補正N値より図7.2-1に示すせん断ひずみ振幅5%の曲線を用い

て算出する。 
ここでの補正N値（Na）は、下式および図7.2-2 に示す細粒土含有率と補正 N 値増分の関

係を用いて計算する。 
＜砂質地盤＞ 

Na=N+ΔNf 
Nl=CN・N 
CN=√(98／σz’) 

＜砂礫地盤＞ 
Na=Csb・N1 

 
ここに、 

Na ：補正 N 値 
Nl ：換算 N 値 
ΔNf ：Fc に応じた補正 N 値増分（図7.2-2） 
CN  ：換算Ｎ値係数 



 
 

56 

Csb  ：砂礫地盤のＮ値補正係数（図7.2-3） 
σz’ ：有効上載圧（kN/m2） 

N ：とんび法または自動落下法による実測Ｎ値 
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補正Ｎ値（Ｎａ）   
図7.2-1 補正Ｎ値(Ｎa)と飽和土層の液状化抵抗比τd／σv’の関係 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図7.2-2 細粒土含有率(Fc)と補正Ｎ値増分ΔＮfの関係 
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図 7.2-3 砂礫地盤のＮ値補正係数 

 

○地震時せん断応力比（L） 

地震時せん断応力比（L）は、地盤の地震時応答解析で得られ最大せん断応力  （τmax）

をもとに次式より算出する。 

ｄ

Ｚ

Ｚ

Ｚ

ｄ ・γ
’σ

σ
・

ｇ

α
＝
’σ

τ
Ｌ＝ max  

ここに、 
τd ：地盤の地震時応答解析より得られた最大せん断応力 
σz’ ：有効上載圧（kN/m2） 

σz ：全応力の上載圧（kN/m2） 

γn ：等価な繰返し回数に関する補正係数;γn=0.1(M-1) 
   ただし、Ｍは地震のマグニチュードである。 

αmax ：地表面における設計水平加速度（gal） 

g ：重力加速度（980gal） 

γd ：地盤が剛体でないことによる低減係数;（1-0.015Z） 
  Zは地表面からの検討深度（m） 
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図7.2-4 補正N値，マグニチュード， 

繰り返し回数と補正係数の関係*) 

 

 

*）時松：耐震設計と N 値（建築），基礎工，Vol.25，No.12，pp.61-66, 1997. 
 
 

 

2)液状化危険度指数（PL）の計算方法 

液状化危険度指数（PL）の計算については、図7.1.1(5)を参照されたい。 
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7.3 既存資料による液状化危険度の試算 

 

 平成 19 年度千葉県地震被害想定で採用されている、7.1 節に示した「道路橋示方書の方法」と、7.2

節に示した「建築基礎構造設計指針による方法」を比較するために、既存資料を用いて同一地点にお

いて両者の手法による液状化危険度の試算を行った。 

計算地点及び計算に用いる物性値については、「第３回浦安市液状化対策技術検討調査委員会」で

紹介されている高洲小学校及び東小学校（K-NET 浦安に近接）のデータを用いた。東北地方太平洋

沖地震の際には、高洲小学校地点では液状化が確認され、東小学校地点では液状化しなかった。 

 

図 7.3.1 から図 7.3.6 に、地表最大加速度が 100gal，200gal，300gal の時の、浦安市高洲小学校と浦

安市東小学校（K-NET 観測点）の液状化危険度を示す。なお、建築基礎構造設計指針で必要な、地

震のマグニチュードについては、9.0 とした。 

図キャプションの-(a)は道路橋示方書による基準(2002)，-(b)は建築基礎構造設計指針による基準

(2001)を表す。 

両者の方法で求められた PL 値を比較して、表 7.3-1 に示す。 

 

表-7.3.1 液状化危険度指標値（PL 値）の比較 

 

 

 

 

 

 

 

高洲小学校 東小学校
道路橋
示方書

建築基礎構
造設計指針

道路橋
示方書

建築基礎構
造設計指針

100gal 1.112 0.000 0.203 0.000
200gal 16.514 14.157 16.837 14.894
300gal 36.856 31.193 29.914 26.995
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箇所名

地点名

孔口標高(TP m) 3.82 PL値　1.112

Bs 1.00 0 17.0 しない 0.985
Fs 1.80 10 31.3 6.1 0.0 する 0.282 1.00 0.282 0.973 0.109 2.594
Fs 2.31 3 40.5 53.7 5.1 する 0.232 1.00 0.232 0.965 0.122 1.907
Fs 3.28 0 57.9 66.4 12.6 する 0.120 1.00 0.120 0.951 0.138 0.866
Fs 4.30 7 76.3 28.1 0.0 する 0.260 1.00 0.260 0.936 0.149 1.747
Fs 5.30 8 94.3 39.1 する 0.294 1.00 0.294 0.921 0.155 1.898
Fs 6.33 3 112.8 76.2 13.9 する 0.256 1.00 0.256 0.905 0.159 1.612
As1 7.30 12 130.3 7.2 0.0 する 0.256 1.00 0.256 0.891 0.161 1.591
As1 8.30 9 148.3 18.6 する 0.239 1.00 0.239 0.876 0.162 1.470
As1 9.30 7 166.3 11.9 0.0 する 0.190 1.00 0.190 0.861 0.163 1.171
As1 10.30 9 184.3 32.9 する 0.259 1.00 0.259 0.846 0.162 1.598
As1 11.30 9 202.3 33.4 0.0 する 0.255 1.00 0.255 0.831 0.162 1.578
As1 12.31 7 220.5 48.3 する 0.250 1.00 0.250 0.815 0.160 1.559
Ac1 13.30 1 237.9 75.3 17.8 しない 0.801
Ac1 14.30 5 253.9 61.9 8.9 する 0.234 1.00 0.234 0.786 0.159 1.475
Ac1 15.30 2 269.9 77.6 16.6 しない 0.771
Ac1 16.23 0 284.7 77.6 16.6 しない 0.757
Ac1 18.33 4 318.3 77.6 16.6 しない 0.725
Ac1 19.23 0 332.7 98.8 18.7 しない 0.712
Ac1 20.27 0 349.4 98.8 18.7 しない 0.696
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図-7.3.1(a) 道路橋示方書に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市高洲小学校，地表加速度 100gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より 
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液状化判定　「日本建築学会：建築基礎構造設計指針,2001年」に準拠
PL値　0

土質記号
判定深度

(m)
N値

σ z

(kN/m2)

σ z'

(kN/m2)
N 1値

FC
(%)

IP
Cc

(%)

D50
(mm)

判定 ΔNf Csb Na τl/σ'z τd/σ'z FL 液状化の判定

浦安市地盤調査業務 1 Bs 1.00 － 1.00 1.00 0 17.00 17.00 0.000 しない 0.00

B-14 1 Fs 1.65 － 1.95 1.80 10 31.30 28.00 18.708 6.1 0 0.00 0.23 する 1.32 20.028 0.238 0.089 2.680 液状化しない

孔口標高(TP+ m) 3.82 重力加速度(cm/s
2
) 980 1 Fs 2.15 － 2.47 2.31 3 40.48 32.08 5.243 53.7 5.1 8.07 0.07 する 11.37 16.613 0.182 0.099 1.830 液状化しない

地下水位(TP+ m) 2.35 地表面における設計水平加速度(cm/s2) 100 1 Fs 3.00 － 3.55 3.28 0 57.85 39.80 0.000 66.4 12.6 8.07 0.05 する 12.64 12.640 0.148 0.113 1.312 液状化しない

地下水位(深度 m) 1.47 マグニチュード 9.0 1 Fs 4.15 － 4.45 4.30 7 76.30 48.00 10.002 28.1 0 8.07 0.12 する 8.81 18.812 0.213 0.121 1.755 液状化しない

水の単位体積重量(kN/m
3
) 10.00 γn(等価の繰返し回数に対する補正係数) 0.80 1 Fs 5.15 － 5.45 5.30 8 94.30 56.00 10.583 39.1 6.81 0.10 する 9.91 20.493 0.250 0.127 1.972 液状化しない

γ(%) 5.0 1 Fs 6.15 － 6.50 6.33 3 112.75 64.20 3.707 76.2 13.9 8.84 0.05 する 13.62 17.327 0.191 0.130 1.468 液状化しない

Cs 80 1 As1 7.15 － 7.45 7.30 12 130.30 72.00 14.000 7.2 0 8.84 0.15 する 2.64 16.640 0.182 0.132 1.385 液状化しない

1 As1 8.15 － 8.45 8.30 9 148.30 80.00 9.961 18.6 8.84 0.17 する 7.72 17.681 0.195 0.132 1.474 液状化しない

1 As1 9.15 － 9.45 9.30 7 166.30 88.00 7.387 11.9 0 8.84 0.15 する 6.38 13.767 0.156 0.133 1.177 液状化しない

1 As1 10.15 － 10.45 10.30 9 184.30 96.00 9.093 32.9 11.78 0.13 する 9.29 18.383 0.206 0.133 1.553 液状化しない
1 Bs 1.10 1.10 17.00 17.00 0 1 As1 11.15 － 11.45 11.30 9 202.30 104.00 8.737 33.4 0 11.78 0.10 する 9.34 18.077 0.201 0.132 1.524 液状化しない
2 Fs 6.40 5.30 18.00 18.00 5 1 As1 12.15 － 12.47 12.31 7 220.48 112.08 6.546 48.3 11.78 0.08 しない 10.83
3 As1 13.10 6.70 18.00 18.00 9 1 Ac1 13.15 － 13.45 13.30 1 237.90 119.60 0.905 75.3 17.8 50.00 0.04 しない 13.53

4 Ac1 21.00 7.90 16.00 16.00 2 1 Ac1 14.15 － 14.45 14.30 5 253.90 125.60 4.417 61.9 8.9 50.00 0.06 しない 12.19
1 Ac1 15.15 － 15.45 15.30 2 269.90 131.60 1.726 77.6 16.6 50.00 0.05 しない 13.76
1 Ac1 16.00 － 16.45 16.23 0 284.70 137.15 0.000 77.6 16.6 50 しない 13.76
1 Ac1 18.15 － 18.50 18.33 4 318.30 149.75 3.236 77.6 16.6 50 しない 13.76
1 Ac1 19.00 － 19.45 19.23 0 332.70 155.15 0.000 98.8 18.7 50 0.0069 しない 15.88
1 Ac1 20.00 － 20.54 20.27 0 349.42 161.42 0.000 98.8 18.7 50 しない 15.88

21.00

ボーリング地点名

地層番号 平均N値
飽和重量

(kN/m3)

単位体積重量

(kN/m3)
層厚
(m)

下端深度
（ｍ）
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図-7.3.1(b) 建築基礎構造指針に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市高洲小学校，地表加速度 100gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より（Cc について

は、資料 3-3-1 の平均値を採用） 
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箇所名

地点名

孔口標高(TP m) 3.82 PL値　16.514

Bs 1.00 0 17.0 しない 0.985
Fs 1.80 10 31.3 6.1 0.0 する 0.282 1.00 0.282 0.973 0.218 1.297
Fs 2.31 3 40.5 53.7 5.1 する 0.232 1.00 0.232 0.965 0.244 0.953
Fs 3.28 0 57.9 66.4 12.6 する 0.120 1.00 0.120 0.951 0.276 0.433
Fs 4.30 7 76.3 28.1 0.0 する 0.260 1.00 0.260 0.936 0.297 0.873
Fs 5.30 8 94.3 39.1 する 0.294 1.00 0.294 0.921 0.310 0.949
Fs 6.33 3 112.8 76.2 13.9 する 0.256 1.00 0.256 0.905 0.318 0.806
As1 7.30 12 130.3 7.2 0.0 する 0.256 1.00 0.256 0.891 0.322 0.795
As1 8.30 9 148.3 18.6 する 0.239 1.00 0.239 0.876 0.325 0.735
As1 9.30 7 166.3 11.9 0.0 する 0.190 1.00 0.190 0.861 0.325 0.585
As1 10.30 9 184.3 32.9 する 0.259 1.00 0.259 0.846 0.325 0.799
As1 11.30 9 202.3 33.4 0.0 する 0.255 1.00 0.255 0.831 0.323 0.789
As1 12.31 7 220.5 48.3 する 0.250 1.00 0.250 0.815 0.321 0.780
Ac1 13.30 1 237.9 75.3 17.8 しない 0.801
Ac1 14.30 5 253.9 61.9 8.9 する 0.234 1.00 0.234 0.786 0.318 0.737
Ac1 15.30 2 269.9 77.6 16.6 しない 0.771
Ac1 16.23 0 284.7 77.6 16.6 しない 0.757
Ac1 18.33 4 318.3 77.6 16.6 しない 0.725
Ac1 19.23 0 332.7 98.8 18.7 しない 0.712
Ac1 20.27 0 349.4 98.8 18.7 しない 0.696
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図-7.3.2(a) 道路橋示方書に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市高洲小学校，地表加速度 200gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より 
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液状化判定　「日本建築学会：建築基礎構造設計指針,2001年」に準拠
PL値　14.157

土質記号
判定深度

(m)
N値

σ z

(kN/m2)

σ z'

(kN/m2)
N 1値

FC
(%)

IP
Cc

(%)

D50
(mm)

判定 ΔNf Csb Na τl/σ'z τd/σ'z FL 液状化の判定

浦安市地盤調査業務 1 Bs 1.00 － 1.00 1.00 0 17.00 17.00 0.000 しない 0.00

B-14 1 Fs 1.65 － 1.95 1.80 10 31.30 28.00 18.708 6.1 0 0.00 0.23 する 1.32 20.028 0.238 0.178 1.340 液状化しない

孔口標高(TP+ m) 3.82 重力加速度(cm/s
2
) 980 1 Fs 2.15 － 2.47 2.31 3 40.48 32.08 5.243 53.7 5.1 8.07 0.07 する 11.37 16.613 0.182 0.199 0.915 液状化する

地下水位(TP+ m) 2.35 地表面における設計水平加速度(cm/s2) 200 1 Fs 3.00 － 3.55 3.28 0 57.85 39.80 0.000 66.4 12.6 8.07 0.05 する 12.64 12.640 0.148 0.226 0.656 液状化する

地下水位(深度 m) 1.47 マグニチュード 9.0 1 Fs 4.15 － 4.45 4.30 7 76.30 48.00 10.002 28.1 0 8.07 0.12 する 8.81 18.812 0.213 0.243 0.877 液状化する

水の単位体積重量(kN/m
3
) 10.00 γn(等価の繰返し回数に対する補正係数) 0.80 1 Fs 5.15 － 5.45 5.30 8 94.30 56.00 10.583 39.1 6.81 0.10 する 9.91 20.493 0.250 0.253 0.986 液状化する

γ(%) 5.0 1 Fs 6.15 － 6.50 6.33 3 112.75 64.20 3.707 76.2 13.9 8.84 0.05 する 13.62 17.327 0.191 0.260 0.734 液状化する

Cs 80 1 As1 7.15 － 7.45 7.30 12 130.30 72.00 14.000 7.2 0 8.84 0.15 する 2.64 16.640 0.182 0.263 0.693 液状化する

1 As1 8.15 － 8.45 8.30 9 148.30 80.00 9.961 18.6 8.84 0.17 する 7.72 17.681 0.195 0.265 0.737 液状化する

1 As1 9.15 － 9.45 9.30 7 166.30 88.00 7.387 11.9 0 8.84 0.15 する 6.38 13.767 0.156 0.265 0.588 液状化する

1 As1 10.15 － 10.45 10.30 9 184.30 96.00 9.093 32.9 11.78 0.13 する 9.29 18.383 0.206 0.265 0.776 液状化する
1 Bs 1.10 1.10 17.00 17.00 0 1 As1 11.15 － 11.45 11.30 9 202.30 104.00 8.737 33.4 0 11.78 0.10 する 9.34 18.077 0.201 0.264 0.762 液状化する
2 Fs 6.40 5.30 18.00 18.00 5 1 As1 12.15 － 12.47 12.31 7 220.48 112.08 6.546 48.3 11.78 0.08 しない 10.83
3 As1 13.10 6.70 18.00 18.00 9 1 Ac1 13.15 － 13.45 13.30 1 237.90 119.60 0.905 75.3 17.8 50.00 0.04 しない 13.53

4 Ac1 21.00 7.90 16.00 16.00 2 1 Ac1 14.15 － 14.45 14.30 5 253.90 125.60 4.417 61.9 8.9 50.00 0.06 しない 12.19
1 Ac1 15.15 － 15.45 15.30 2 269.90 131.60 1.726 77.6 16.6 50.00 0.05 しない 13.76
1 Ac1 16.00 － 16.45 16.23 0 284.70 137.15 0.000 77.6 16.6 50 しない 13.76
1 Ac1 18.15 － 18.50 18.33 4 318.30 149.75 3.236 77.6 16.6 50 しない 13.76
1 Ac1 19.00 － 19.45 19.23 0 332.70 155.15 0.000 98.8 18.7 50 0.0069 しない 15.88
1 Ac1 20.00 － 20.54 20.27 0 349.42 161.42 0.000 98.8 18.7 50 しない 15.88

21.00

ボーリング地点名

地層番号 平均N値
飽和重量

(kN/m3)
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図-7.3.2(b) 建築基礎構造指針に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市高洲小学校，地表加速度 200gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より（Cc について

は、資料 3-3-1 の平均値を採用） 
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箇所名

地点名

孔口標高(TP m) 3.82 PL値　36.856

Bs 1.00 0 17.0 しない 0.985
Fs 1.80 10 31.3 6.1 0.0 する 0.282 1.00 0.282 0.973 0.337 0.837
Fs 2.31 3 40.5 53.7 5.1 する 0.232 1.00 0.232 0.965 0.378 0.615
Fs 3.28 0 57.9 66.4 12.6 する 0.120 1.00 0.120 0.951 0.428 0.279
Fs 4.30 7 76.3 28.1 0.0 する 0.260 1.00 0.260 0.936 0.461 0.563
Fs 5.30 8 94.3 39.1 する 0.294 1.00 0.294 0.921 0.481 0.612
Fs 6.33 3 112.8 76.2 13.9 する 0.256 1.00 0.256 0.905 0.493 0.520
As1 7.30 12 130.3 7.2 0.0 する 0.256 1.00 0.256 0.891 0.500 0.513
As1 8.30 9 148.3 18.6 する 0.239 1.00 0.239 0.876 0.503 0.474
As1 9.30 7 166.3 11.9 0.0 する 0.190 1.00 0.190 0.861 0.504 0.378
As1 10.30 9 184.3 32.9 する 0.259 1.00 0.259 0.846 0.503 0.516
As1 11.30 9 202.3 33.4 0.0 する 0.255 1.00 0.255 0.831 0.501 0.509
As1 12.31 7 220.5 48.3 する 0.250 1.00 0.250 0.815 0.497 0.503
Ac1 13.30 1 237.9 75.3 17.8 しない 0.801
Ac1 14.30 5 253.9 61.9 8.9 する 0.234 1.00 0.234 0.786 0.492 0.476
Ac1 15.30 2 269.9 77.6 16.6 しない 0.771
Ac1 16.23 0 284.7 77.6 16.6 しない 0.757
Ac1 18.33 4 318.3 77.6 16.6 しない 0.725
Ac1 19.23 0 332.7 98.8 18.7 しない 0.712
Ac1 20.27 0 349.4 98.8 18.7 しない 0.696
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図-7.3.3(a) 道路橋示方書に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市高洲小学校，地表加速度 300gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より 
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液状化判定　「日本建築学会：建築基礎構造設計指針,2001年」に準拠
PL値　31.193

土質記号
判定深度

(m)
N値

σ z

(kN/m2)

σ z'

(kN/m2)
N 1値

FC
(%)

IP
Cc

(%)

D50
(mm)

判定 ΔNf Csb Na τl/σ'z τd/σ'z FL 液状化の判定

浦安市地盤調査業務 1 Bs 1.00 － 1.00 1.00 0 17.00 17.00 0.000 しない 0.00

B-14 1 Fs 1.65 － 1.95 1.80 10 31.30 28.00 18.708 6.1 0 0.00 0.23 する 1.32 20.028 0.238 0.266 0.893 液状化する

孔口標高(TP+ m) 3.82 重力加速度(cm/s
2
) 980 1 Fs 2.15 － 2.47 2.31 3 40.48 32.08 5.243 53.7 5.1 8.07 0.07 する 11.37 16.613 0.182 0.298 0.610 液状化する

地下水位(TP+ m) 2.35 地表面における設計水平加速度(cm/s2) 300 1 Fs 3.00 － 3.55 3.28 0 57.85 39.80 0.000 66.4 12.6 8.07 0.05 する 12.64 12.640 0.148 0.338 0.437 液状化する

地下水位(深度 m) 1.47 マグニチュード 9.0 1 Fs 4.15 － 4.45 4.30 7 76.30 48.00 10.002 28.1 0 8.07 0.12 する 8.81 18.812 0.213 0.364 0.585 液状化する

水の単位体積重量(kN/m
3
) 10.00 γn(等価の繰返し回数に対する補正係数) 0.80 1 Fs 5.15 － 5.45 5.30 8 94.30 56.00 10.583 39.1 6.81 0.10 する 9.91 20.493 0.250 0.380 0.657 液状化する

γ(%) 5.0 1 Fs 6.15 － 6.50 6.33 3 112.75 64.20 3.707 76.2 13.9 8.84 0.05 する 13.62 17.327 0.191 0.389 0.489 液状化する

Cs 80 1 As1 7.15 － 7.45 7.30 12 130.30 72.00 14.000 7.2 0 8.84 0.15 する 2.64 16.640 0.182 0.395 0.462 液状化する

1 As1 8.15 － 8.45 8.30 9 148.30 80.00 9.961 18.6 8.84 0.17 する 7.72 17.681 0.195 0.397 0.491 液状化する

1 As1 9.15 － 9.45 9.30 7 166.30 88.00 7.387 11.9 0 8.84 0.15 する 6.38 13.767 0.156 0.398 0.392 液状化する

1 As1 10.15 － 10.45 10.30 9 184.30 96.00 9.093 32.9 11.78 0.13 する 9.29 18.383 0.206 0.398 0.518 液状化する
1 Bs 1.10 1.10 17.00 17.00 0 1 As1 11.15 － 11.45 11.30 9 202.30 104.00 8.737 33.4 0 11.78 0.10 する 9.34 18.077 0.201 0.396 0.508 液状化する
2 Fs 6.40 5.30 18.00 18.00 5 1 As1 12.15 － 12.47 12.31 7 220.48 112.08 6.546 48.3 11.78 0.08 しない 10.83
3 As1 13.10 6.70 18.00 18.00 9 1 Ac1 13.15 － 13.45 13.30 1 237.90 119.60 0.905 75.3 17.8 50.00 0.04 しない 13.53

4 Ac1 21.00 7.90 16.00 16.00 2 1 Ac1 14.15 － 14.45 14.30 5 253.90 125.60 4.417 61.9 8.9 50.00 0.06 しない 12.19
1 Ac1 15.15 － 15.45 15.30 2 269.90 131.60 1.726 77.6 16.6 50.00 0.05 しない 13.76
1 Ac1 16.00 － 16.45 16.23 0 284.70 137.15 0.000 77.6 16.6 50 しない 13.76
1 Ac1 18.15 － 18.50 18.33 4 318.30 149.75 3.236 77.6 16.6 50 しない 13.76
1 Ac1 19.00 － 19.45 19.23 0 332.70 155.15 0.000 98.8 18.7 50 0.0069 しない 15.88
1 Ac1 20.00 － 20.54 20.27 0 349.42 161.42 0.000 98.8 18.7 50 しない 15.88

21.00

ボーリング地点名

地層番号 平均N値
飽和重量

(kN/m3)

単位体積重量
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図-7.3.3(b) 建築基礎構造指針に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市高洲小学校，地表加速度 300gal）

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より（Cc について

は、資料 3-3-1 の平均値を採用） 
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箇所名

地点名

孔口標高(TP m) 2.54 PL値　0.203

Bs 1.30 5 22.1 28.8 する 0.251 1.00 0.251 0.981 0.098
Bs 2.30 7 39.1 28.8 する 0.271 1.00 0.271 0.966 0.097
Bs 3.30 3 56.1 28.8 する 0.179 1.00 0.179 0.951 0.111 1.613
Bs 4.30 3 73.1 26.5 する 0.170 1.00 0.170 0.936 0.124 1.372
As1 5.30 5 90.2 26.5 する 0.208 1.00 0.208 0.921 0.133 1.559
As1 6.30 2 108.2 26.5 する 0.138 1.00 0.138 0.906 0.140 0.986
As1 7.30 23 126.2 9.0 する 0.480 1.00 0.480 0.891 0.144 3.339
As1 8.30 27 144.2 9.0 する 0.718 1.00 0.718 0.876 0.146 4.905
As1 9.30 5 162.2 9.0 する 0.154 1.00 0.154 0.861 0.148 1.039
As1 10.30 18 180.2 9.0 する 0.286 1.00 0.286 0.846 0.149 1.917
As1 11.30 8 198.2 28.6 する 0.228 1.00 0.228 0.831 0.149 1.528
As1 12.30 7 216.2 28.6 する 0.211 1.00 0.211 0.816 0.149 1.413
As1 13.30 3 234.2 28.6 する 0.145 1.00 0.145 0.801 0.149 0.977
Ac1 14.30 1 252.0 しない 0.786
Ac1 15.30 1 268.0 しない 0.771
Ac1 16.30 1 284.0 しない 0.756
Ac1 17.30 1 300.0 しない 0.741
Ac1 18.30 0 316.0 しない 0.726
Ac1 19.30 0 332.0 しない 0.711
Ac1 20.30 0 348.0 しない 0.696
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図-7.3.4(a) 道路橋示方書に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市東小学校（K-NET 浦安），地表加速度 100gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より 



 
 

67 

液状化判定　「日本建築学会：建築基礎構造設計指針,2001年」に準拠
PL値　0

土質記号
判定深度

(m)
N値

σ z

(kN/m2)

σ z'

(kN/m2)
N 1値

FC
(%)

IP
Cc

(%)

D50
(mm)

判定 ΔNf Csb Na τl/σ'z τd/σ'z FL 液状化の判定

浦安市 1 Bs 1.15 － 1.45 1.30 5 22.10 22.10 10.529 28.8 17.00 しない 8.88

No088 1 Bs 2.15 － 2.45 2.30 7 39.10 39.10 11.082 28.8 17.00 する 8.88 19.962 0.236 0.079

孔口標高(TP+ m) 2.54 重力加速度(cm/s
2
) 980 1 Bs 3.15 － 3.45 3.30 3 56.10 48.10 4.282 28.8 17.00 する 8.88 13.162 0.152 0.090 1.677 液状化しない

地下水位(TP+ m) 0.04 地表面における設計水平加速度(cm/s2) 100 1 Bs 4.15 － 4.45 4.30 3 73.10 55.10 4.001 26.5 17.00 する 8.65 12.651 0.148 0.101 1.462 液状化しない

地下水位(深度 m) 2.50 マグニチュード 9.0 1 As1 5.15 － 5.45 5.30 5 90.20 62.20 6.276 26.5 8.84 する 8.65 14.926 0.165 0.109 1.519 液状化しない

水の単位体積重量(kN/m
3
) 10.00 γn(等価の繰返し回数に対する補正係数) 0.80 1 As1 6.15 － 6.45 6.30 2 108.20 70.20 2.363 26.5 8.84 する 8.65 11.013 0.137 0.114 1.203 液状化しない

γ(%) 5.0 1 As1 7.15 － 7.45 7.30 23 126.20 78.20 25.748 9.0 8.84 する 4.80 30.548 0.600 0.117 5.114 液状化しない

Cs 80 1 As1 8.15 － 8.45 8.30 27 144.20 86.20 28.789 9.0 8.84 する 4.80 33.589 0.600 0.120 5.018 液状化しない

1 As1 9.15 － 9.45 9.30 5 162.20 94.20 5.100 9.0 8.84 する 4.80 9.900 0.130 0.121 1.071 液状化しない

1 As1 10.15 － 10.45 10.30 18 180.20 102.20 17.626 9.0 11.78 する 4.80 22.426 0.314 0.122 2.582 液状化しない

1 As1 11.15 － 11.45 11.30 8 198.20 110.20 7.544 28.6 11.78 する 8.86 16.404 0.180 0.122 1.473 液状化しない
1 Bs 5.20 5.20 17.00 17.00 5 1 As1 12.15 － 12.45 12.30 7 216.20 118.20 6.374 28.6 11.78 する 8.86 15.234 0.168 0.122 1.381 液状化しない
2 As1 14.20 9.00 18.00 18.00 11 1 As1 13.15 － 13.45 13.30 3 234.20 126.20 2.644 28.6 11.78 する 8.86 11.504 0.140 0.121 1.157 液状化しない
3 Ac1 21.00 6.80 16.00 16.00 1 1 Ac1 14.15 － 14.45 14.30 1 252.00 134.00 0.855 78.6 50 50.00 しない 13.86

1 Ac1 15.15 － 15.45 15.30 1 268.00 140.00 0.837 78.6 50 50.00 しない 13.86
1 Ac1 16.15 － 16.45 16.30 1 284.00 146.00 0.819 78.6 50 50.00 しない 13.86
1 Ac1 17.15 － 17.45 17.30 1 300.00 152.00 0.803 78.6 50 50 しない 13.86
1 Ac1 18.15 － 18.45 18.30 0 316.00 158.00 0.000 78.6 50 50 しない 13.86
1 Ac1 19.15 － 19.45 19.30 0 332.00 164.00 0.000 78.6 50 50 しない 13.86
1 Ac1 20.15 － 20.45 20.30 0 348.00 170.00 0.000 78.6 50 50 しない 13.86

21.00

ボーリング地点名
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図-7.3.4(b) 建築基礎構造指針に準拠した液状化危険度試算結果（東小学校：K-NET，地表加速度 100gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より（Cc について

は、資料 3-3-1 の平均値を採用） 



 
 

68 

箇所名

地点名

孔口標高(TP m) 2.54 PL値　16.837

Bs 1.30 5 22.1 28.8 する 0.251 1.00 0.251 0.981 0.196
Bs 2.30 7 39.1 28.8 する 0.271 1.00 0.271 0.966 0.193
Bs 3.30 3 56.1 28.8 する 0.179 1.00 0.179 0.951 0.222 0.806
Bs 4.30 3 73.1 26.5 する 0.170 1.00 0.170 0.936 0.248 0.686
As1 5.30 5 90.2 26.5 する 0.208 1.00 0.208 0.921 0.267 0.780
As1 6.30 2 108.2 26.5 する 0.138 1.00 0.138 0.906 0.279 0.493
As1 7.30 23 126.2 9.0 する 0.480 1.00 0.480 0.891 0.287 1.670
As1 8.30 27 144.2 9.0 する 0.718 1.00 0.718 0.876 0.293 2.452
As1 9.30 5 162.2 9.0 する 0.154 1.00 0.154 0.861 0.296 0.519
As1 10.30 18 180.2 9.0 する 0.286 1.00 0.286 0.846 0.298 0.959
As1 11.30 8 198.2 28.6 する 0.228 1.00 0.228 0.831 0.299 0.764
As1 12.30 7 216.2 28.6 する 0.211 1.00 0.211 0.816 0.298 0.707
As1 13.30 3 234.2 28.6 する 0.145 1.00 0.145 0.801 0.297 0.488
Ac1 14.30 1 252.0 しない 0.786
Ac1 15.30 1 268.0 しない 0.771
Ac1 16.30 1 284.0 しない 0.756
Ac1 17.30 1 300.0 しない 0.741
Ac1 18.30 0 316.0 しない 0.726
Ac1 19.30 0 332.0 しない 0.711
Ac1 20.30 0 348.0 しない 0.696
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図-7.3.5(a) 道路橋示方書に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市東小学校（K-NET 浦安），地表加速度 200gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より 



 
 

69 

液状化判定　「日本建築学会：建築基礎構造設計指針,2001年」に準拠
PL値　14.894

土質記号
判定深度

(m)
N値

σ z

(kN/m2)

σ z'

(kN/m2)
N 1値

FC
(%)

IP
Cc

(%)

D50
(mm)

判定 ΔNf Csb Na τl/σ'z τd/σ'z FL 液状化の判定

浦安市 1 Bs 1.15 － 1.45 1.30 5 22.10 22.10 10.529 28.8 17.00 しない 8.88

No088 1 Bs 2.15 － 2.45 2.30 7 39.10 39.10 11.082 28.8 17.00 する 8.88 19.962 0.236 0.158

孔口標高(TP+ m) 2.54 重力加速度(cm/s
2
) 980 1 Bs 3.15 － 3.45 3.30 3 56.10 48.10 4.282 28.8 17.00 する 8.88 13.162 0.152 0.181 0.839 液状化する

地下水位(TP+ m) 0.04 地表面における設計水平加速度(cm/s2) 200 1 Bs 4.15 － 4.45 4.30 3 73.10 55.10 4.001 26.5 17.00 する 8.65 12.651 0.148 0.203 0.731 液状化する

地下水位(深度 m) 2.50 マグニチュード 9.0 1 As1 5.15 － 5.45 5.30 5 90.20 62.20 6.276 26.5 8.84 する 8.65 14.926 0.165 0.218 0.759 液状化する

水の単位体積重量(kN/m
3
) 10.00 γn(等価の繰返し回数に対する補正係数) 0.80 1 As1 6.15 － 6.45 6.30 2 108.20 70.20 2.363 26.5 8.84 する 8.65 11.013 0.137 0.228 0.601 液状化する

γ(%) 5.0 1 As1 7.15 － 7.45 7.30 23 126.20 78.20 25.748 9.0 8.84 する 4.80 30.548 0.600 0.235 2.557 液状化しない

Cs 80 1 As1 8.15 － 8.45 8.30 27 144.20 86.20 28.789 9.0 8.84 する 4.80 33.589 0.600 0.239 2.509 液状化しない

1 As1 9.15 － 9.45 9.30 5 162.20 94.20 5.100 9.0 8.84 する 4.80 9.900 0.130 0.242 0.535 液状化する

1 As1 10.15 － 10.45 10.30 18 180.20 102.20 17.626 9.0 11.78 する 4.80 22.426 0.314 0.243 1.291 液状化しない

1 As1 11.15 － 11.45 11.30 8 198.20 110.20 7.544 28.6 11.78 する 8.86 16.404 0.180 0.244 0.737 液状化する
1 Bs 5.20 5.20 17.00 17.00 5 1 As1 12.15 － 12.45 12.30 7 216.20 118.20 6.374 28.6 11.78 する 8.86 15.234 0.168 0.244 0.691 液状化する
2 As1 14.20 9.00 18.00 18.00 11 1 As1 13.15 － 13.45 13.30 3 234.20 126.20 2.644 28.6 11.78 する 8.86 11.504 0.140 0.243 0.579 液状化する
3 Ac1 21.00 6.80 16.00 16.00 1 1 Ac1 14.15 － 14.45 14.30 1 252.00 134.00 0.855 78.6 50 50.00 しない 13.86

1 Ac1 15.15 － 15.45 15.30 1 268.00 140.00 0.837 78.6 50 50.00 しない 13.86
1 Ac1 16.15 － 16.45 16.30 1 284.00 146.00 0.819 78.6 50 50.00 しない 13.86
1 Ac1 17.15 － 17.45 17.30 1 300.00 152.00 0.803 78.6 50 50 しない 13.86
1 Ac1 18.15 － 18.45 18.30 0 316.00 158.00 0.000 78.6 50 50 しない 13.86
1 Ac1 19.15 － 19.45 19.30 0 332.00 164.00 0.000 78.6 50 50 しない 13.86
1 Ac1 20.15 － 20.45 20.30 0 348.00 170.00 0.000 78.6 50 50 しない 13.86

21.00

諸条件
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図-7.3.5(b) 建築基礎構造指針に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市東小学校（K-NET 浦安），地表加速度 200gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より（Cc について

は、資料 3-3-1 の平均値を採用） 
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箇所名

地点名

孔口標高(TP m) 2.54 PL値　29.914

Bs 1.30 5 22.1 28.8 する 0.251 1.00 0.251 0.981 0.304
Bs 2.30 7 39.1 28.8 する 0.271 1.00 0.271 0.966 0.299
Bs 3.30 3 56.1 28.8 する 0.179 1.00 0.179 0.951 0.344 0.520
Bs 4.30 3 73.1 26.5 する 0.170 1.00 0.170 0.936 0.385 0.443
As1 5.30 5 90.2 26.5 する 0.208 1.00 0.208 0.921 0.414 0.503
As1 6.30 2 108.2 26.5 する 0.138 1.00 0.138 0.906 0.433 0.318
As1 7.30 23 126.2 9.0 する 0.480 1.00 0.480 0.891 0.446 1.077
As1 8.30 27 144.2 9.0 する 0.718 1.00 0.718 0.876 0.454 1.582
As1 9.30 5 162.2 9.0 する 0.154 1.00 0.154 0.861 0.459 0.335
As1 10.30 18 180.2 9.0 する 0.286 1.00 0.286 0.846 0.462 0.618
As1 11.30 8 198.2 28.6 する 0.228 1.00 0.228 0.831 0.463 0.493
As1 12.30 7 216.2 28.6 する 0.211 1.00 0.211 0.816 0.462 0.456
As1 13.30 3 234.2 28.6 する 0.145 1.00 0.145 0.801 0.461 0.315
Ac1 14.30 1 252.0 しない 0.786
Ac1 15.30 1 268.0 しない 0.771
Ac1 16.30 1 284.0 しない 0.756
Ac1 17.30 1 300.0 しない 0.741
Ac1 18.30 0 316.0 しない 0.726
Ac1 19.30 0 332.0 しない 0.711
Ac1 20.30 0 348.0 しない 0.696
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図-7.3.6(a) 道路橋示方書に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市東小学校（K-NET 浦安），地表加速度 300gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より 
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液状化判定　「日本建築学会：建築基礎構造設計指針,2001年」に準拠
PL値　26.885

土質記号
判定深度

(m)
N値

σ z

(kN/m2)

σ z'

(kN/m2)
N 1値

FC
(%)

IP
Cc

(%)

D50
(mm)

判定 ΔNf Csb Na τl/σ'z τd/σ'z FL 液状化の判定

浦安市 1 Bs 1.15 － 1.45 1.30 5 22.10 22.10 10.529 28.8 17.00 しない 8.88

No088 1 Bs 2.15 － 2.45 2.30 7 39.10 39.10 11.082 28.8 17.00 する 8.88 19.962 0.236 0.236

孔口標高(TP+ m) 2.54 重力加速度(cm/s
2
) 980 1 Bs 3.15 － 3.45 3.30 3 56.10 48.10 4.282 28.8 17.00 する 8.88 13.162 0.152 0.271 0.559 液状化する

地下水位(TP+ m) 0.04 地表面における設計水平加速度(cm/s2) 300 1 Bs 4.15 － 4.45 4.30 3 73.10 55.10 4.001 26.5 17.00 する 8.65 12.651 0.148 0.304 0.487 液状化する

地下水位(深度 m) 2.50 マグニチュード 9.0 1 As1 5.15 － 5.45 5.30 5 90.20 62.20 6.276 26.5 8.84 する 8.65 14.926 0.165 0.327 0.506 液状化する

水の単位体積重量(kN/m
3
) 10.00 γn(等価の繰返し回数に対する補正係数) 0.80 1 As1 6.15 － 6.45 6.30 2 108.20 70.20 2.363 26.5 8.84 する 8.65 11.013 0.137 0.342 0.401 液状化する

γ(%) 5.0 1 As1 7.15 － 7.45 7.30 23 126.20 78.20 25.748 9.0 8.84 する 4.80 30.548 0.600 0.352 1.705 液状化しない

Cs 80 1 As1 8.15 － 8.45 8.30 27 144.20 86.20 28.789 9.0 8.84 する 4.80 33.589 0.600 0.359 1.673 液状化しない

1 As1 9.15 － 9.45 9.30 5 162.20 94.20 5.100 9.0 8.84 する 4.80 9.900 0.130 0.363 0.357 液状化する

1 As1 10.15 － 10.45 10.30 18 180.20 102.20 17.626 9.0 11.78 する 4.80 22.426 0.314 0.365 0.861 液状化する

1 As1 11.15 － 11.45 11.30 8 198.20 110.20 7.544 28.6 11.78 する 8.86 16.404 0.180 0.366 0.491 液状化する
1 Bs 5.20 5.20 17.00 17.00 5 1 As1 12.15 － 12.45 12.30 7 216.20 118.20 6.374 28.6 11.78 する 8.86 15.234 0.168 0.365 0.460 液状化する
2 As1 14.20 9.00 18.00 18.00 11 1 As1 13.15 － 13.45 13.30 3 234.20 126.20 2.644 28.6 11.78 する 8.86 11.504 0.140 0.364 0.386 液状化する
3 Ac1 21.00 6.80 16.00 16.00 1 1 Ac1 14.15 － 14.45 14.30 1 252.00 134.00 0.855 78.6 50 50.00 しない 13.86

1 Ac1 15.15 － 15.45 15.30 1 268.00 140.00 0.837 78.6 50 50.00 しない 13.86
1 Ac1 16.15 － 16.45 16.30 1 284.00 146.00 0.819 78.6 50 50.00 しない 13.86
1 Ac1 17.15 － 17.45 17.30 1 300.00 152.00 0.803 78.6 50 50 しない 13.86
1 Ac1 18.15 － 18.45 18.30 0 316.00 158.00 0.000 78.6 50 50 しない 13.86
1 Ac1 19.15 － 19.45 19.30 0 332.00 164.00 0.000 78.6 50 50 しない 13.86
1 Ac1 20.15 － 20.45 20.30 0 348.00 170.00 0.000 78.6 50 50 しない 13.86
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図-7.3.6(b) 建築基礎構造指針に準拠した液状化危険度試算結果（浦安市東小学校（K-NET 浦安），地表加速度 300gal） 

物性値：第 3 回 浦安市液状化対策技

術検討調査委員会，平成 23 年 10 月

17 日，資料 3-3-4 より（Cc について

は、資料 3-3-1 の平均値を採用） 
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工学的基盤 

地表 

8.環境研究センターにおける解析について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1-1 環境研究センター地点（No.5）仮柱状図 

環境研究センターボーリング地点で

の解析については以下のように実施

する。 
① 2011 年東北地方太平洋沖地震と

1987 年千葉県東方沖地震の観測

波形を基にして、累積損傷度を

基礎とした波形の違いを補正す

る係数(C2)を算出する。 
② 算出するために、両地震の地表

の波形を用いて等価線形解析に

より工学的基盤に戻す計算を行

い、各深度のせん断応力波形を

算出し、両地震で C2 を計算し比

較する。 
③ 環境研究センターの工学的基盤

において、両地震で工学的基盤

の波形を適切に設定し、有効応

力解析(YUSAYUSA-2)を実施す

る。 
④ 有効応力解析から得られる間隙

水圧比上昇量を両地震で比較

し、その差異を検討する。 
⑤ 以上から得られた知見を建築基

礎構造設計指針などの液状化判

定結果と比較し、指針の方法の

改良を試みる。 
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